平成24年5月 吉 日
各　位
主催：一般社団法人コンクリートメンテナンス協会
後援：中建日報社
 『コンクリート構造物の補修・補強に関するフォーラム』
～調査・診断・補修設計から補修工事・追跡調査まで～

のご案内

　近年、建設投資額の減少に伴い、老朽化した膨大な量のコンクリート構造物を補修・補強し、維持管理を行い、安全に供用することが求められています。
その傾向を受けて、塩害や中性化、ASRなどにより劣化したコンクリート構造物の調査・診断・補修に関する設計業務、補修工事が数多く発注されるようになりました。しかし、コンクリート補修技術は材料、工法ともに多岐にわたり、かつその経験の蓄積も豊富とは言えないため、適切な材料選択や工法比較が容易でないのが現状です。

　そこで今回は、これまで実施してきたフォーラムの内容を踏まえて、劣化のメカニズム、劣化グレードに適応した補修方法の検討を解説すると共に、塩害とＡＳＲに対しての有効な対策技術として、浸透拡散型亜硝酸リチウム（NETIS:CG-100022-A）、低圧注入工法（NETIS:CG-110017-A）、簡易型高圧注入（NETIS:CG-120005-A）の紹介を行います。また、塗膜型剥落防止ｼｽﾃﾑ（NETIS:KK-040054-V）の紹介を行います。
　ご多忙中とは存じますが、奮ってご参加いただきたくご案内申し上げます。

記
■講演内容

　第一部　　講師　江良和徳（工学博士　極東興和㈱所属） 

　13:30~16:00　演題「コンクリート構造物の調査・診断・補修設計から補修工事・追跡調査まで」
　第二部　　講師　中丸大輔（コンクリート診断士　日本ﾍﾟｲﾝﾄ販売㈱所属） 

　16:00~16:30　演題「コンクリート剥落防止と塗膜型剥落防止システムについて」
■主　　催：一般社団法人コンクリートメンテナンス協会　(http://www.j-cma.jp/ )

■後　　援：中建日報社
■日　　時：平成24年6月13日（水）13：30～16：45.
■会　　場：松江テルサ　大会議室（http://www.sanbg.com/terrsa/）


　　松江市朝日町478-18（JR松江駅前）TEL 0852-31-5550　 

■参加申込

１)申 込 先：（社）コンクリートメンテナンス協会事務局へFAX又はE-mailにてお申込下さい。

　　　　　　 　TEL 082-541-0133   FAX 0847-32-5151（松江フォーラム専用）　E-mail info@j-cma.jp
２)定　　員：120名

３)参 加 費：無　料　

　４)申込期限：平成24年6月6日（水）
※参加希望が多数の場合は，定員になり次第締め切らせていただきますのでご了承ください。

申　込　書（松江）
一般社団法人コンクリートメンテナンス協会行き
申込先　FAX  0847-32-5151（松江フォーラム専用） 　E-mail  info@j-cma.jp
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講師プロフィール
氏　　名　：　江良　和徳（えら　かずのり）

所　　属　：　極東興和株式会社　事業本部事業推進部補修課

業務内容　：　コンクリート構造物の調査，診断，補修，補強業務

アルカリ骨材反応対策に関する研究開発（リチウムイオン内部圧入工）

資　　格　：　技術士（総合技術監理部門，建設部門）
コンクリート診断士
コンクリート構造診断士，
所属学会　：　土木学会，日本材料学会，日本コンクリート協会，プレストレストコンクリート技術協会
備　　考　：　平成18年度より京都大学大学院の宮川豊章教授ご指導の下でリチウムイオン内部圧入工をテーマとした研究を行い，平成22年3月に博士（工学）の学位を取得。






